
謹啓
平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
この度、千葉大学大学院医学研究院では,一般日常診療の場で遭遇す
る軽症の不眠、不安、うつ、認知症、依存症等を持つ患者および家族が
向精神薬依存にならないよう、医師、歯科医師、看護師、薬剤師、コメ
ディカル等がセルフヘルプをガイドする「簡易（低強度）認知行動療法的
アプローチによる相談支援を行うメンタルサポート医療人養成」をオンラ
イン授業やネット教材を活用して行う人材養成プログラムを立ち上げ、
2019年度から大学院に新しいコース（科目等履修生制度を含む）として
開講することになりました。本事業のキックオフ・フォーラムを開催致し
ますので、ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、ご参加賜り、本
事業へのご支援をいただけますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

※申し込みを締め切らせて頂いた2019年2月8,12,20日のフォーラムと同じ内容です。

1.趣旨説明および質疑応答 19：00～20：00
「メンタル・サポート医療人養成コースについて」
清水栄司 （千葉大学大学院医学研究院 認知行動生理学 教授）

2019年2月27日（水）
19：00～20：00

会場 千葉大学医学部 第一講義室

※参加者多数の際は会場の都合上、先着順とさせて頂きますのでご了承ください。
※お車でのお越しの際は、駐車場の券をおとりになり、そのままお持ちください。

謹白

文部科学省

「課題解決型高度医療人材養成プログラム」
メンタル・サポート医療人とプロの連携養成

キックオフ・フォーラム（申込み不要）
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